
1997年出上の木簡

青
森
・大
光
寺
新

城

跡
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
青
森
県
南
津
軽
郡
平
賀
町
大
字
大
光
寺
字
三
村
井

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
賀
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
葛
西
　
励

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
―

一
七
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
光
寺
新
城
跡
遺
跡
は
、
平
賀
町
中
心
部
か
ら
北
西
約

一
�
に
位
置
す
る
、

中
世
か
ら
近
世
初
頭
ま
で
存
続
し
た
平
城
で
あ
る
。
北
側
の
引
座
川
、
西
側
の

六
羽
川
と
に
挟
ま
れ
た
微
高
地

に
築
城
さ
れ
、
主
郭

・
北
郭

・

南
郭

・
袖
郭
で
構
成
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
津
軽

氏
が
津
軽
地
方
を
平
定
す
る
ま

で
南
部
氏
の
一棚
点
と
な
っ
た

ｏ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
付
近
一

黒
帯
は
住
咤
地
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
近
年
の
団
地
造
成

・
町

道
拡
幅
事
業
な
ど
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
に
三
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。　
一
九
八
九
年
の
第

一
次
調
査
で
は
、
主
郭
の
北
端
を
調
査
し
、
竪
穴

遺
構
六
棟
、
溝
状
遺
構

一
条
、
堀
跡

一
条
を
検
出
し
た
。
続
い
て

一
九
九
〇
年

の
第
二
次
調
査
で
は
、
主
郭
の
南
側
を
調
査
し
、
竪
穴
遺
構
三
二
棟
、
井
戸
跡

三
基
、
溶
鉱
炉
五
基
、
溝
状
遺
構
五
条
、
集
る
遺
構

一
基
、
堀
跡
三
条
を
検
出

し
た
。
さ
ら
に

一
九
九
五
年
の
第
三
次
調
査
で
は
、
堀
跡
四
条
、
竪
穴
遺
構

一

一
棟
、
溶
鉱
炉
跡
及
び
焼
土
遺
構

一
一
基
を
検
出
し
て
い
る
。

木
簡

（柿
経
）
は
、　
一
九
九
六
年
の
第
四
次
調
査
に
お
い
て
、
北
郭
東
端
付

近
で
検
出
し
た
堀
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
堀
は
大
光
寺
城
を
取
り
囲

む
外
堀
と
考
え
ら
れ
、
検
出
し
た
部
分
の
規
模
は
、
幅
約
二
〇
ｍ
、
深
さ
二
ｍ

以
上
に
及
ぶ
。
ま
た
、
堀
内
部
に
は
土
橋
と
堀
の
水
量
を
調
節
す
る
た
め
と
思

わ
れ
る
し
が
ら
み
状
の
遺
構
も
検
出
し
て
い
る
。
堀
の
年
代
は
、
出
土
陶
磁
器

な
ど
か
ら
、　
三
ハ
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
も
の
と
推
察
さ
れ
、

出
土
し
た
柿
経
も
こ
の
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
で
は
、
こ
の

他
卒
碁
婆

・
碑
伝
な
ど
も
検
出
し
て
い
る
。

今
回
出
土
し
た
柿
経
は

『妙
法
蓮
華
経
』
八
巻
を
記
し
た
も
の
で
、
計
六
五

点
に
の
ぼ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
う
ち
巻
品
が
特
定
で
き
る
も
の
な
ど
八
点
に

つ
い
て
報
告
す
る
。
柿
経
は
、
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
堀
に
投
棄
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
出
典
が
各
品
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
本
来
人
巻

一
セ
ッ
ト
が
ま

と
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容



(4)

〔
至
ヵ
〕

働

　

長
舌
上
国
梵
世

一
切
□

×
華
経
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
益
ｏ
露

却
従
地
獄
出
営
堕
畜
生
　
　
　
　
（１５
下
ユ
１
３

含
Ｓ
巡
ｏ
霞

行
彼
佛
世
人
成
皆
謂
之
実
是
声
聞
而
富
楼
那

（
２７
下
７
１
８
）
Ｃ
寓
）
×
房

営
是
人
去
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

（３．
下
１３
１
と

含
こ
溢
伽

（
５．
下
１８
！
・９
）
ａ
じ
×
３
　
ｏ曽

回
　
能
持
是
経
者
則
為
己
見
我
亦
見
多（５２
中
１２
１
・３
）
含
鵠
）
×
お

時
日
月
浄
明
徳
佛
　
　
　
　
　
　
　
（５３
下
７
１
３

含
Ｓ
述
『

０

　

衆
天
龍
夜
叉
乾

９
　
関
係
文
献

平
賀
町
教
育
委
員
会

『大
光
寺
新
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書

・
第

一
次
発
掘
調

査
』
盆

九
八
九
年
）

同

『大
光
寺
新
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書

・
第
二
次
発
掘
調
査
』
全

九
九
〇

年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（渡
部
　
学
）

ｇ

ω

Ь
ｉ
ヾ
ｔ
く
ミ

い
権
愛
徘
系
〓
添
晏

デ
４
〕拶

（
５７
下
２
）
台
∪
×
冨
　
ｏ
驚

ω
ｌ
①
は

『妙
法
蓮
華
経
』
八
巻
を
書
写
し
た
柿
経
で
、
釈
文
の
下
に

『大

正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
法
学
部
の
頁
。
段

・
行
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
９
は

巻
第
二
讐
喩
品
第
三
、
０
は
巻
第
四
五
百
弟
子
受
記
品
第
人
、
い
は
巻
第
四
法

師
品
第
十
、
働
⑥
は
巻
第
六
如
来
神
力
品
第
二
十

一
、
０
は
巻
第
六
薬
王
菩
薩

本
事
品
第
二
十
三
、
①
は
巻
第
七
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の
一
節
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
上
下
両
端
も
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
全
体
の
形
状
は
不
詳
で
あ

る
。
幅

一
―
二
伽
の
非
常
に
薄
く
削
り
出
し
た
板
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
厚

さ
の
記
載
は
省
略
し
た
。

翌
ク腱
思
隠
常
湖
劇(8)


